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田中建設工業株式会社 様

今ではイメージワンマン観測は社内のスタンダード
ISの持つ機能をフル活用しています！

ISの視準画像がデータコレクタに表示され、効率の良いワンマン観測を実現！

青森県十和田市の田中建設工業株式会社様は、八

戸～青森間を結ぶ上北道路改良工事において、イ

メージングステーションISを3セット活用して

いる。同社はISを2年前に1セット導入していた。

しかし、今回請け負った上北地区の現場は、盛土

量が40万m3と規模も大きく、ワンマン観測や

TS出来形管理などISでの作業機会がさらに増え

ると考え、同社では追加で2セット導入し、さら

なる現場作業の効率化を図った。

同社企画部企画課の上野様によると、使い始めた

頃に比べて、画像を駆使したワンマン観測やデー

タコレクタ用ソフトウェア『監督さん.V』の操作 を頼りに距離を調整し、素早く杭打ちポイントに

到達できます」と目と耳で感覚的に操作できる点

を評価する。

ISをとことん使いこなそうという姿勢は社内全

体に行き渡っているようで、上野様は「今後スキ

ャン機能や転圧管理システムの活用も含めて、IS

をフル活用することは仕事を受注する上で最大

の武器になります。情報化施工が一般化されて

からでは遅く、他社よりも一歩先を行かなければ

と考えています」と語り、社員一丸で技術力向上

に取り組む同社の高い意識が感じられる。

にも慣れ、「今では断面の進捗管理など施工を進

める上でISはなくてはならない存在です。大変

使い勝手がいいと社内での評価も高く、現場代

理人同士で取り合いになることもよくあります」

と語る。

ISのメリットについて上野様は「手元のデータ

コレクタに視準位置が映るという点に尽きます。

出来形管理の際には、画面に映る法面の上に中心

線や設計断面が重ねて表示され、直感的に作業で

きるので非常に分かりやすいです」とTS出来形

管理上の利点を挙げる。

また、建設部建設課課長の久保田様は、ワンマン

での放射観測のテンポの良さを特に強調し、「こ

れまでは本体と100m以上離れることも多く、プ

リズムマンとの意思疎通に手間取ることもあり

ました。しかし、一人で観測する場合は自分のペ

ースで作業が進められ、プリズムの中心をちゃん

と捉えているかどうかも視覚的に確認できるの

で安心感があります。自動追尾が外れた場合で

も、画面を見て自分が映っている方向へ本体を向

ければ良いので、再度追尾させるのも簡単です」

と語る。

さらに、建設部建設課の清水目様は「杭打ちの際

もIS本体側に人がいなくても一人で作業が可能

です。データコレクタに映るISの視準画像と音

田中建設工業株式会社　企画部企画課　　上野　勝 様（右）
建設部建設課課長　久保田英樹 様（中）

建設部建設課　清水目　潤 様（左）

ユーザー名：田中建設工業株式会社
使用機種：イメージングステーション IS


